














































































































から、当時の『新青年』 編集長であった雨村との交流がはじまり海太郎は一九二五年の『新青年』新年号に谷譲次と牧逸馬と う二つの名前を使い分けて登場する。そ 出発からしてすでに「量産」と呼んでよいほどの原稿量をこなしており、谷譲次名による「ヤング東郷」 「ダンナと皿」 「ジョウヂ・ワシントン」および「海外印象




















ら改めてここでの論考に即した定義するならば、海太郎は「創刊期」から「探偵小説黄金期」への過渡期にあった『新青年』に呼び出され、 「モダニズム期」へと転身する経路の かでその分裂を加速させていくこととなる。すなわち、震災後に大衆化されていくメディア状況のなかで、三つの時期におけるそれぞれの特徴が混在する文学場に誘致 た海太郎は、その幾重もの需要のもとに引き裂かれた作家として登場するのである。　
まず、帰国した一九二四年にはすでに海外探偵小説の翻訳を開始
しており、毎年恒例 なる海外作品特集の増刊号も好評となっていた。前年には「二銭銅貨」 （ 『新青年』 一九二三年四月
（
を皮切り
に探偵小説の時代をリードすることになる乱歩の登場もあり、探偵小説雑誌として 『新青年』という方向性は雨村のなかで固まっていた。一方で、その前身である『冒険世界』の性格も引きずっ いた「創刊期」の特色は多分 残っており、農村青年や若 労働者を対象とした読者層や、移民奨励・世界一周の記事にみられる海外雄飛のイデオロギーは健在 あった。しかし、こうした「創刊期」的な言説群は一九二四年前後 ある歴史的事象によって別種の言語秩序へと組み替えられていく。すなわち、一九二四年七月一日にアメリカで施行される通称「排日移民法」を核とした日本人の移民問題




























































































































階級によくある「不合理な潔癖家」であるらしい紳士と、日本人にしては動作が劇的すぎるという東洋人とが、電車のなかで隣同士になったことにより「無言の人種戦」が始まり、女性に席を譲ることで体面を傷つけられた米国紳士が東洋人の帽子を押し下げて「名誉回復」を試みていたところ、実はネブラスカ州ミドルウェイト・ボクサーとして有名な日本人であったその東洋人に電光石火のアッパーカットを喰らって病院送りとなるという短篇である。そ 日本人ボクサー「ヤング東郷」はその場の証言により「かえつて警官たちの嘆賞と尊敬の裡にことなく放免」され、加えてその日の夕刊はまず米国紳士について「電車の中で東洋人に揶揄ふ めには莫大な入院費を必要とすると ふ実例を親切にも自分の健康を犠牲 してまで市民に示してくれた」と皮肉を言い がらも、その「人殺し突上げ」を素人に向けたことに対して「亜米利加の公衆 そ だけ生命に対する不安を感ぜざるを得ない」と載せる。　
注目されるのは、 「排日」のなかで「恐るべき人種戦争」にも怯
まずにその強さを示し、新聞 掲載されると うように大衆に向けて日本人の存在が強調されている点であ 。このよ なモチーフは他の作品でも少なからず反復さ 。たとえば「靴」 （ 『新青年』 、一九二五年三月
（
では、 「私はこの時ほど、亜米利加の持つ民
衆的な力を感じたことはなかつた」という大戦終了の記念日に、「私」がその前日に靴を貸してやったヘンリイ河田が大きな白い馬に乗って兵隊の行列に現れ、 「群衆はヘンリイの男振り 拍手 波












れな 部分が構成されていることもたしかな で る。　
これらの日本人であるという自覚は、室謙二が「日本国家への愛


































































































平浩一「量産を強いる時代」 （ 『文芸と批評』 、二〇〇一年一一月（
（６
 














































森下雨村「編集局より」 （ 『新青年』 、一九二五年三月
（
に、 「因に二月号
掲載の「心理試験」は英訳して、英米の探偵雑誌へ発表するつもりで、牧逸馬氏の手で目下翻訳中である。 」とある。
（
（（
 
排日移民法に対する日本の新聞報道については、 『排日移民法と日本
マスメディア――近代日本政治資料④』 （慶応義塾大学法学部政治学科、
一九九六年一一月』にまとめられている。
（
（（
 
原口邦紘「一九二四年の移民問題
—
—
排日移民法下の帝国経済会
議
—
—
」 （前掲『日米危機の起源と排日移民法』
（
（
（0（ 
佐伯彰一『日米関係のなかの文学』 （文芸春秋、一九八四年一二月（
（
（（
 
室謙二『踊る地平線
  めりけんじやつぷ長谷川海太郎伝』 （晶文社、一九
八五年一月（
